


富
士
川
舟
運
聞
き
く
か
ら

東
海
道
線
の
開
通
ま
で

1
6
0
7

年

4
3
1
8
9
0
年
頃

1
6
0
7
(慶
長
円
)
年
に
角
倉
了
以
(
ず
み

の
く
ら
り
ょ
う
い
)
が
富
士
川
舟
還
を
開
さ
く

す
る
と
、
身
延
山
書
記
聞
に
舟
還
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
.
主
草
行
程
は
、
石
和
(
現
笛
吹

市
)
か
ら
船
に
量
り
、
鵜
飼
山
遺
妙
寺

l
鰍
沢
l

小
霊
山
妙
法
寺
(
現
富
士
川
町
)
l下
山
(
現
身

延
町
}
ま
で
下
り
、
身
延
山
に
入
山
す
る
経
路

で
あ
っ
た
。
身
延
山
内
の
訪
で
一
泊
し
、
翌
日

に
本
堂
か
ら
奥
の
院
恩
親
問
、
赤
沢
村
、
七
面

山
、
七
面
山
奥
の
院
を
経
て
、
北
書
道
か
ら
下

山
へ
出
る
も
の
と
、
来
た
遍
在
戻
っ
て
身
延
山

に
出
る
も
の
と
の
こ
つ
の
経
路
が
あ
っ
た
.
江

戸
か
ら
の
行
程
は
約

2
週
間
在
要
し
て
い
る
.

明
治
時
代
に
入
り
、

1
8
8
9

年
に
東
海
道

線
が
開
通
す
る
と
、
静
岡
方
面
か
ら
の
ア
ウ
セ

ス
が
良
く
な
っ
た
。
静
岡
県
の
岩
湖
、
興
津
か

ら
歩
い
て
身
延
に
参
ワ
、
帰
路
は
身
延
町
大

野
、
議
木
井
か
ら
岩
淵
ま
で
宮
士
川
舟
還
を
利

用
し
た
よ
う
だ
.
身
延
ム
君
湖
町
ロ
里
(
約
日

同
)
を
5
時
間
で
下
っ
た
と
い
う
か
ら
、
長
旅

で
蜜
れ
た
能
人
に
と
っ
て
、
富
士
川
舟
遣
は
非

常
に
あ
り
が
た
い
存
在
だ
っ
た
だ
ろ
う
.
ま

た
、
身
廷
の
名
産
は
渇
案
、
数
疎
、
極
飴
と
記
述

さ
れ
て
お
り
、
現
在
身
延
町
在
代
表
す
る
名
産

品
は
こ
の
頃
に
は
出
揃
っ
て
い
た
よ
う
だ
.

里史
身歯車
廷の

1 遜g
i 聞か
芋通ら

i5
Eで

1

9

0

3

(

明

治

犯

)

年

に

中

央

線

が

開

通

し

た

事

で

、

車

京

'

甲

府

閣

の

移

動

が

容

易

に

な

っ

た

.

甲

府

'

鰍

沢

岡

に

鉄

道

馬

車

が

引

か

れ

る

と

、

石

和

E
鰍

沢

間

の

富

士

川

下

り

は

徐

々

に

衰

退

し

て

ゆ

く

。

車

京

か

ら

の

全

行

程

も
1
週

間

前

後

と

な

っ

た

。
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身
延
山
か
ら
七
面
山
へ
は
、
妙
石
妨

l
千
本

料
γ
追
分
感
井
坊
。
十
万
部
寺

1
赤
沢
村

l
七
函

山
と
い
う
ル

l
卜
を
た
ど
り
、
そ
の
帰
り
に
身

延
山
奥
田
院
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

追
分
感
井
坊
は
往
路
復
路
の
交
錨
点
で
あ
り
、

特
に
多
〈
の
人
々
が
訪
れ
た
よ
う
だ
.

赤
沢
は
昼
宣
や
宿
泊
に
便
利
と
さ
れ
て
お

り
‘
都
沢
の
膏
賓
は
こ
の
頃
か
ら
か
な
り
の
評

判
で
あ
っ
た
よ
う
だ
.
「
蔀
薄
名
物
の
蕎
聖
は

風
味
殊
に
佳
し
」
(
身
延
の
菜
1
9
0
6
)、
「
赤

津
の
蕎
麦
と
言
へ
ば
近
固
に
鳴
っ
て
い
ゐ
る

ほ
ど
の
名
物
」
(
木
曽
の
神
秘
境
附
申
州
身
延

山

1
9
2
1
)
な
ど
と
複
数
の
'
績
に
記
さ
れ

て
お
り
、
道
中
に
数
多
く
あ
る
名
物
の
中
で

も
、
特
に
評
判
が
高
か
っ
た
よ
う
だ
.

ま
た
、
赤
沢
周
辺
町
山
は
殆
ど
温
樹
の
密
林

で
、
叩
月
末
に
な
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
紅
葉
見
物

に
訪
れ
る
人
も
多
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の

美
し
さ
は
相
当
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
中
央
鰻
鉄
道
旅
行
案
内
」
(
1
9
0
3
)や

「
甲
州
見
聞
記
」
(
1
9
1
2
)
に
は
、
七
面
山
は

健
脚
を
要
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
.
し
か

し
、
敬
慎
院
に
は
南
の
日
で
さ
え
百
名
以
上
が

宿
泊
す
る
な
ど
、
訪
れ
る
人
は
後
を
絶
た
な

か
っ
た
.
七
面
山
随
身
門
が
ら
の
眺
め
は
コ
」

来
光
は
言
葉
に
も
董
に
も
且
ぱ
ず
、
た
だ
天
上

昇
に
住
む
心
地
致
し
候
」
(
4泊
5
日
の
旅
名

所
周
遊

1
9
2
3
て
「
自
の
前
の
富
岳
の
懲
然

と
し
て
立
っ
て
い
る
こ
と
雄
量
広
大
」
(
木
曽

の
神
秘
境
附
、
甲
州
身
延
山

1
9
2
1
)
と
さ

れ
て
お
り
、
千
本
杉
と
並
び
、
身
延
山
工
リ
ア

で
も
随
一
の
景
勝
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
も
、
大

き
な
要
員
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
.

早宮

姑
1 の重量

i 支語

?豊5
1 嵩ら

置き

中
央
線
開
通
か
ら
刊
年
経
過
し
、

1
9
1
9

年
に
富
士
身
延
鉄
道
線
(
現

J
R
身
延
線
)
身

延
駅
が
開
業
さ
れ
る
.
こ
の
駅
の
開
量
に
よ
り

「
東
京
か
ら
も
名
古
屋
か
ら
も
、
日
帰
ワ
的
に

身
延
善
指
が
可
能
と
立
っ
た
」

(
4泊

5
日
の

旅
名
所
周
遊

1
9
2
3
)
.
n
時
に
東
京
駅
を

発
て
ば
、
翌
4
時
に
は
富
士
駅
に
到
着
す
る
の

で
あ
る
。

身
延
駅
l
大
野
聞
の
横
流
し
の
み
残
さ
れ
て

い
た
富
士
川
舟
運
も
、
両
岸
を

結
ぷ
身
延
構
が

1
9
2
3

年

に
峨
工
す
る
と
そ
の
姿
在
消

し
、
代
わ
り
に
馬
車
、
自
動
車

の
時
代
へ
と
突
入
し
て
く
.
自

ら
の
足
と
川
の
流
れ
在
頼
り

に
、
2
週
間
か
け
て
江
戸

h
身

延
を
往
復
し
て
い
た
時
代
が

約
百
年
前
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
旅
行
形
態
は
驚
異
的

な
ス
ピ
ド
で
変
化
し
た
こ

と
が
わ
か
る
.

-・身延山奥之院から

iii<沢市への途中にあ

る追分感持紛の休息

所.ζ 己で 1;1甘酒や

よもぎ餅怠どが盛る

舞われた.奥ヘ進む

と赤沢宿へたどり省

く. I写実鍾倹飽草

倒院清水翁)

‘七面山褒，温霊山口の

羽衣栂下の河原にて、回

議上人の六五O遺患に当

たる昭和6年に"惨され

た写真.表級写"と同じ
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ま
た
、
身
延
町
を
訪
れ
る
旅
行
者
層
に
も
霊

化
が
見
ら
れ
る
。
か
つ
て
の
人
々
の
記
録
で

は
、
参
詣
苦
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
身
延
山
主

リ
ア
を
信
仰
の
地
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
に
は
単
な

る
行
楽
地
と
し
て
訪
れ
る
人
が
増
え
、
御
草
庵

祉
が
日
蓮
上
人
の
縁
で
あ
る
事
を
知
ら
な

か
っ
た
り
(
身
延
に
登
り
て

1
9
2
3
)
、
殺
生

禁
断
で
あ
る
七
面
山
で
卵
在
所
望
し
て
尼
僧

に
一
喝
さ
れ
た
り
(
山
行
記

1
9
2
6
)と
、
信

仰
と
観
光
の
閣
で
不
協
和
音
が
生
じ
る
事
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。

七
面
山
へ
の
参
詣
ル
卜
に
も
変
化
が
見

ら
れ
る
。
角
瀬
か
ら
飯
冒
ま
で
八
イ
ヤ
が
出

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
七
面
山
北
参
道
を

経
て
雨
畑
方
面
や
角
瀬
方
面
に
下
る
場
合
が

増
え
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
人
々
は
、
ま
ず

身
延
山
奥
の
院
在
訪
れ
て
が
ら
七
面
山
在
目

指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

身延往還を歩いた著名人 l・

若山牧水と徳富蘇峰 |.こ
の

時

代

も

、

道

中

の

自

然

景

観

や

、

随

身

門

か

ら

の

秀

麗

な

展

望

は

多

く

の

旅

行

者

在

惹

苦

付

け

て

い

た

。

身

延

山

本

堂

l
平

本

杉

ま

で

の

道

は

紅

糞

が

美

し

く

「

そ

の

眺

め

は

錦

の

よ

う

で

あ

る

」

(

山

行

記

1

9

2

6

)

、

赤

沢

白

糸

の

瀧

ま

で

は

「

道

中

で

も

特

に

紅

草

が

美

し

い

」

(

甲

斐

風

土

1

9

4

2

)

と

記

さ

れ

て

い

る

。

七

面

山

随

身

門

か

ら

の

眺

め

は

「

富

士

の

睡

は

群

峰

を

圧

し

て

雲

表

に

吃

立

し

、

富

士

川

は

或

は

広

く

、

或

は

狭

く

流

れ

、

あ

た

か

も

銀

線

在

乱

し

た

ご

と

く

に

爽

快

き

わ

ま

り

な

い

」

(

=

一

都

中

心

名

所

の

旅

1

9

2

5

)

、

「

今

ま

で

、

こ

の

よ

う

に

美

し

い

、

息

詰

ま

る

や

う

な

崇

厳

さ

に

付

置

さ

れ

た

山

の

曹

を

み

た

こ

と

が

な

い

」

(

甲

斐

風

土

1

9

4

2

)

と

ま

で

記

さ

れ

て

い

るま

た

、

七

面

山

敬

憤

院

も

現

在

と

世

し

桜

子

が

異

な

り

、

執

事

が

宿

泊

者

の

部

屋

を

挨

拶

に

回

っ

た

り

、

黄

蓮

(

お

う

れ

ん

)

の

茶

や

焼

き

芋

在

振

る

舞

う

こ

と

も

あ

っ

た

よ

う

だ

。

角

瀬

に

路

線

パ

ス

が

開

通

す

る

直

前

に

身

ヨ||

この身延往 ill;\: 著名人も歩いている.その

うち二人の記録を知る事ができた.

人目 l誌、自然と旅と酒を ζよ怠〈費した

歌人、若山牧水 (1 田5-1 田8). r!牧水全集第 5

轡J (19 叫に記されている.

牧水降、東海道線と富士身延鉄道を利用し

て身延山に入山.道中、野臓の声に耳を澄ませ

る ζとが多かった.また、千本杉のあまり広ち

見事"眺めに、その唱に寝転んでしまう怠ど、

牧水の記録がらほ、身延往還の静か広自然を

感じる事が出来る.

赤沢宿では七面山が..も良く眺められる

と考え「ゑぴす塵 Jに部屋を取り、七面山で l立、

奥の院に泊まり、

夜は酒をつけて

もらったようだ.

現在、牧水の取

碑が、 iJ; 沢集落肉

に 3 つ七面山醤

に 1 つある.

二人目は、ジャ ナリストとして明治、大

正、昭和を般にかけて活躍した徳富蔵峰

(1田3-1957). r入閣界と自然界J (1928年}広

その配鍋を残している.

深い山々広爾まれたiJ;沢での午餐広て、新

鮮は簡の刺身が出て驚いたこと、名物の嘗衰

を嘆したζと、敏傭院の宿活者が1∞人以上い

て後踏を鍾めたことが配されている.

同行者の 人に身延山エリアの参簡に大

きは彫・を与えた富士身雇敏道の経営者、JjjJ

内良平がいたことも興味深い.

省政情院を午前 7時20分に発ち、赤沢に着い

たのが午前 9時過ぎであったというから、"

かなかの健脚ぷりである.

r
主

目温泉鎗本山

身延山先週寺

身延往還の首と今

七面山が初めて姿

を現す喝所.左写

腐の海膨場所，.不

明だが、今も変わ

ることの広い山々

の眺望が、参指客

の疲れを衝したζ

と l玄関遭いない.

(写寓鍵供健慈樹

院清水坊I ，

遥拝所

.，循客を魁了した

千本杉情)や紅鳶

比j は今も見眠

千本杉，.県の天然

配念物に指定され

ている.

晩
、ちシ

‘七薗山北・週
，II山口

表参遣の30丁付近

にあったという幻

の潟(号奥提供施

筆樹院清水幼)



延
往
還
を
訪
れ
た
人
の
記
録
に
は
「
追
分
感

井
坊
で
は
七
面
山
か
ら
の
帰
り
害
が
回
人
ほ

ど
体
ん
で
い
た
こ
甲
斐
風
土

3
9
4
2

て

「
敬
慎
院
で
は
こ
の
目
白
泊
ま
り
客
は

1
0
0

齢
入
、
前
日
は

3
0
0

人
い
た
と
い

う
」
(
向
上
)
と
記
さ
れ
て
お
り
、
全
盛
期
を
迎

え
て
い
た
身
逗
往
還
の
盛
況
ぶ
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
.

一
方
で
、
物
見
遊
山
的
な
観
光
在
好
む
人

も
多
く
な
り
、
そ
う
し
た
人
々
は
七
面
山
書

箱
を
省
略
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
.

早
川
入
り
へ
の
パ
ス
開
通
か
ら

現
在
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

角
瀬
に
パ
ス
が
入
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

七
面
山
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
非
常
に
容
易
に

な
っ
た
。
身
延
山
在
参
拝
し
た
後
、
パ
ス
や
ハ

イ
ヤ
ー
で
七
面
山
田
麓
ま
で
行
く
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
の
だ
.
世
の
中
は
益
々
便
利
に

草
り
、
路
線
パ
ス
か
ら
マ
イ
カ
ー
移
動
へ
、
と

に
か
く
楽
な
観
光
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
立
っ

た
。
身
延
山
か
ら
山
を
歩
い
て
七
面
山
に
書

簡
す
る
人
も
山
な
く
な
り
、
身
延
往
還
は
観

光
の
表
舞
白
か
ら
姿
在
消
し
た
.

人
々
が
身
延
往
還
を
歩
か
な
く
な
っ
て
お

よ
そ
半
世
紀
が
経
っ
た
.
か
つ
て
多
く
の

人
々
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
こ
の
遁
は
、
今
は

静
寂
に
包
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
木
の
生
多

い
茂
る
主
雲
、
道
中
の
山
々
の
鮮
や
か
立
山

紅
車
、
お
万
白
方
が
身
を
清
め
た
と
い
う
自
肢

糸
町
溝
、
そ
し
て
七
面
山
随
身
門
か
ら
見
え
細

る
深
い
山
々
と
ご
来
光
な
ど
、
か
つ
て
人
々
帽

に
「
険
し
い
道
の
り
を
越
え
て
で
も
見
た
い
」
柑

と
恩
わ
せ
た
こ
の
道
の
魅
力
や
赤
沢
の

E

閥
倒

み
は
、
今
も
宜
わ
ら
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
.
帥

ま
た
、
「
そ
ぱ
処
武
蔵
厚
の
開
輩
に
よ
る
細

事
沢
名
物
の
喬
賓
の
領
者
お
柱
の
右
碑
の
帽

股
置
、
追
分
感
井
坊
の
董
備
の
開
始
、
ゥ
ヲ
l
副

キ
ン
ゲ
や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
の
利
用
酔

草
ど
、
身
延
往
還
に
着
目
し
た
取
り
組
み
が
到

幾
つ
も
勘
き
始
め
て
い
る
・
世
界
遺
産
に
登
師

録
さ
れ
た
熊
野
吉
道
や
四
国
お
遍
路
の
よ
う
間
陀

に
、
こ
の
道
が
再
び
帽
の
目
を
見
る
日
も
近
は
附ω
上

い
の
で
は
草
い
だ
ろ
う
か
.
何
世
、
徳
富
蘇
峰
制
札

も
「
目
立
大
公
園
と
し
て
、
世
界
の
遊
賓
客
在
託

延
(
ひ
)
〈
可
(
ベ
)
吉
勝
地
で
あ
る
」
(
人
間
界
四
円

動
備

と
自
然
界

1
9
2
8
)と
称
す
る
ほ
ど
の
地
・
陪

で
あ
る
の
だ
か
ら
・
間
川

・
・
一
パ
ド

咽
比

大
ま
山

-
E
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だ

a
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刊
日
埠

M伺
伽

珊
品

酌
に々

@,

方

組
肝
の

謝
〈

，身延長乞面山居慣の遁を除￡晶観

今回ご紹介

した信仰の遣

をー績に歩き

ま匂んかP

3 固還続企

固で、 9月に·

E山..沢{目'
り). 10月に七

面山( 1 泡 2

日). 11月に事

訳、身雇山田，叫を開催予定で

す.隣組は次号でお知ら往しますl

開会ぜ先 日本土蔵文1也圃研究所

倉 0556· 45 目印



..闇捌日用山「山守会潤報告島
早川山守会は、山主織の依頼に応じ山林

の間伐を無償で行い、その間伐材を炭焼き、

ログハウス資材、木工品等に釈明する活動

をしています.今回 I~、過去 2 年間におけ

る活動の中から、「早川集落峰山地区にお

ける間伐事業J r炭焼き作業 I r自然派ログ

ハウス体験会Jなどについてご紹介するとともに、町商伐材から作った

農業用資材t粉炭)J rチエンソーアート」などを展示 販売いたします.

期間/6月 1 日比)-回目{目)10時-17時

※月、火曜日休館(祝日の燭古は開札水曜日代体)

aEVE抑制問区制宿
「町並み選定20周年記念イベント」開催!

石畳と鶴中宿が建ち並広町並み

が魁力の都沢宿.I伝建選定20周

年の節目となる今年、赤沢宿の新

たな出発の契機として、記念イベ

ン卜を開催します.

赤沢宿の新たな勉力を見つけに

来て下さい 1

期間/8月羽田伺)-9月 1 日(日)

主~肉宮/才一ブニングイベン卜 (8126) 、民館を居る会 (8/2司、シンポジウ

ム、基調講演伶(1)・道展、鹿野貴司写真展、写真コンテスト畳賞

作品展(以上、期間中随時開催}ほか※あくまで予定で9.

お問い合わゼIt早川町線育祭員会電話0556-4~ト2547

ipj;in

[赤沢宿写真コ二ぇ手ス卜」作品募集中 l

配念イベントのー環として、雪輿コンテストを開催します.;ffi沢宿

をはじめ、早川町の魅力あふれる作品をお待ちしています! I手綱は赤

沢宿写真コンテスト事務局(よ流研内)電話 0556-45-2160 まで、お問

い合わせ下さい. I
l 受賞作品 I~、イぺ， J

テマ赤沢宿及び早川町内で織膨した写真 l ント湖周中に赤 l
締切 7 月 31自体J 当日消田有効 l 沢宿の建物内で l
貧/賞品瞬寅( ，酬の観光ポスター鵬 l 展示します inI

赤沢賞( ，点j 武蔵量そI~ ，年間無料券 f
早川賞( 1 朝早川ザポーターズクラブ物産会員入会
入選 ('0 点以内)雨姻真石の文鋼

店
町
四
渇
叫

材
三
市
川

右
4
展
4

月
四
富
田

望
酌
飯
田

町
町
川
耳
早
身

Iiはやかわ創造空間 COCOROTOJイベントE

a聖h 南アルプスロ吋って撮った
「山岳パノラマ写真展 3J

今回の展覧会では、新作「大善隆積妙見の頭、赤岳、間ノ岳、

中臼領山、高ポッチ山頂」からの珂0・パノラマ写真と山頂に

向かうまでの週中で撮院した、南アルプスの自然の棄も共に

ご紹介したいと思います.

シJ Ci てークライマー(里月脇信)より

期間/7月 6 自(刻、 7 月 21 自(自) '0時-17時

※月火曜日係館(祝日の場合国間賜/水眼目代係)

こ":!iiII寸

..~呪の海」 |ミぶh '.
…一、.....・&齢、《日よー 1 ・

一一'川 d・一一、rnal"'
一一、 一

一九一一­...-- ""'干川.… 一一_.・
いγ"" 烹湘 II
一.、，..
2 7 、、<Iiルよiii!

--・
'7 l ー-・
いーイ--・

一一一-・陸、埼i2SJ
.面似て考 i
し~ ーー…・

大き怠エネルギーを繍きたい.そん

怠思いで制作した 5点の遺作他小品

手作りの怠『怨画策』等を展示します.

期間 /8 月 3 目(土)-

8 月 25 日(目)叩時 -17時同

※用、火曜日休館(祝日の甥

吉岡開堀/水晦日間保)

「革アヴセサリー制作体験」もやります l

日程/毎週土喝、日鴫※但し 8/11 旧)を障〈

受付時間/ '0時-'6時(畳終日は 14時まで)
作る物/ニャンコのパックチャ ム α ストラップ

参加費/サイズは) , ， 2凹円、(中) 8∞円

※ sれてちいい廠穫でお起し Tさい草の梁

" :I i って乞京ちま世ん)。まと作家IJギャ
l を空lする事がありま三すので、重参加ご精

の万は事前にτ記連絹先にお名前、人数、多

帰宅日時をご連絹頂けると助かります.

l8C,101-1464 メル岡崎 αAId田町 m問.p 足立まで

ま ゆ /~8 凶嗣 oqp/k Olbolt副也加をご覧下さい.

問い合わせ先 rlまやがわ創造空間 COCOROTOJ
住所山梨県南巨摩郡早川町保 1525

竃隠回目 45-2770 E-Malα ぉorot o.α;@gn atαm

展示会の梅子 hWJ:/ /COC;fX' 帥α焔胸骨 tty.com! 以羽/

帥】醐 filII 52"C4l酬 1!I' I :l< lU ，叩困叫-，・ Uflflll 刷

金て """8.) 間同輔、川円相 t 'o: :It a町前

日本建績由プロフェッショナル

望月工務店
〒409-2713 山保県悶巨頗郡早川町保 1792

TEL.β556-45-3016 FAX0556-45-268 1<エ喝〉
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3 年目に突入した

「はやかわトラね

こ市 J. 阜川町の

観光物産推奨晶

をはじめ旬の -1-
産物や工芸品な

ど、早川の物産が

並びます.ぜひお越しください.

[ミニトラねこ市]

6 月 9 日(日)、 7 月 14 日(日)、 8 月 11 日(日)

いずれも 9時-13 時、舗の直売所駐車場にて

[秋の大トラ抱こ市 l

10月 13 日(日) 9時-13 時

西山自然の農園湯島の湯グラウンド(予定)

国民文化祭やまなし 2013 特別事量

「望月苔雲先生特別書道展 Jln 硯匠庵開催中!

雨姻出身の.道家望月苦量先生は t周年 95歳。雨焔

真石硯を使い、今も精力的に作品を・かれています.

力強さがありつつ、見る者へ安心感を与える作品、ぜ

ひ見にお出力可す下さい.

期間/現在開催中、 11 月 10 固まで開催

時間/午前 9時~午後 5時
休館目/毎週火咽日偶祭日の喝合は豊水曜日)

硯学科/大人 2凹円 「一一一一 ー
中高大学生 1∞円 同L 針っせ先「硯匠庵」
小学生以下無料 H主所'L1J梨県南巨摩郡早川町雨畑 701-1

電話 0556-45-2210

URL:http://am 酬， to 印剖 nno 珂 to. ∞m/

問い合わせ先「早川町観光協会 i ・
早川町保 509 30556-45-2302 ・

rhf

主

ご予納・あ、聞い吉わせ

TELl0556-48-2621
http JlW\f>JW.t-温 yakawa -aaコロ::>m /hm 除atol

四
丸
山
館
此

明
観
町
旅
叩

T

屋
工
屋
軸

町
山
俵
ぷ
俵
制

一
ゑ
*

a司霊

ーl
浜田屋商店
電話 0556-48-2311

生命保険損事保険のこと怠ら

樟式会社 さいとうエージェンシ­
tel.OSS2803360 fax.OSS2803361

自動車販売オートリースレンタカーの ζとなら

有限量社 S'T ・ E'P
tel.05S-280-3350

⑦詔 FLET 'S
圃圃圃圃園田司 E曹司宮軍司圃圃圃圃園

省?Jc17 ~ミ事積蝿(有)
〒409-3244

山製県西八代郡市川三郷町岩間 2077

TELOS56-32-1003 FAX.05S6-32-1004

.
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Eに収種するモロへイヤ.高橋時枝さんは、寄年、畑で鐸れたモ口へイ

ヤを乾蝿させ粉にします.旬の時期だけでなく、うまく保存して 年中

軒理に大活躍.今巨 Lその粉を使ったレシピとして、もちもちの食感に、

モロヘイヤ由鮮やかな色エゴマ白書り高いお団子在教えていただきま

した.滝れたての新茶でいただけば.とても賢沢 E貴分.モロへイヤ田粉

とともに、ぜひ作ってみてください 1

4
@遺当な大きさにちぎり、手で丸@苗で上がった因子を冷水にとり、

めて苗でる圃菱自で時間は因子が浮 ザルに移しさらにキッチンペーパー

を上がってから 5分程度が目安. で水気を取る(エゴマをま，j;したと

伽 きのベタつきを抑えるため)・

読者の声
. 昨年白銀三山の座、北岳のピストン(泊。

を初めてしました.三山の綴走に自慣が芯かったか

らです.でも深沢糾さんの山小鹿があることが分

かり安山しました.この夏、ぜひ般走しようと思い

ます-. (j機浜市 K さん)

..鳥の糾さんのお&!i I;: ・E・mしました.ζ ういう
山小屋のご主人がいらっしゃる怠ら、山にも量って

みたいと思いました. {畏岡京市 O さんl

.集積 L二の他にも感働した、鹿島小置を肪ねて

みたい というお冨滋をたくさんいただき家した.

ありがとうございました.ただし、糾さん"、It山に

闘しては本当に厳しい方です.山を包〈見ず‘しっ

かりとした裳‘無理の伝い行程で鹿島小・へ向

かコて〈ださ"また 「ゃまだらけ』も必ずやお待

ち下さも、万が、糾さんに鱈られたとき、ゃまだら

けを見ぜるときっと舗に位りますよ 幽

@白玉粉、E腐、モロヘイヤの

粉を水(分量外)でこねる.耳た

ぶより少し園めにする.

I1~I:tltl ゃまだらけ |目

60 号特集 (8 月上旬お届け)

「早川で子どもを育てる価値」

柑軒(5-6人剖

白玉紛 2α)g
踊E腐 1氏均

モロヘイヤIII 大さじ 3

すり工ゴマ 1αh
砂. 大さじ 2
n僅 少畳

※モロヘイヤの君91立、薫を天日で覧

燥さ ttフ ドプロセッザで厨末に

して作ります.また、エゴマが手に入

ら広"・合1;1、ゴマでも代用可です.

塁璽
。荏ゴマに砂積と泡を盟ぜ、因子に

ま店す.団子を 3 つずつ、竹皐に刺

しできあがり!

早川町由学校が熱い!教育畳圃会では、

昨年度から獲輔教育費を完全無償化し、子

育て世椿をサポート.学校や保謹者も立ち

上がワ、山村留学生田豊け入れを積極的

に推進.成果をあげています.

山村留学で早川に来た車族の暮らし

ぶり、学校存続に向けて珊力的に活動を

続ける北つ子応擾園田取り組みを過し

て、早川町で子どもを育てる価値につい

て考えてみたいと思います.

問身証往還の追分感井幼に杷られて
いる伸僚は凋 7

答 1，党王

2 ，帝釈王

3，毘沙門王

正解者の'1'から鏑避で 2名僚に、子須和主導
会のブルペーリーをお贈りします!

前回のクイズの正解は、 2 の『間ノ岳と西
農局岳の周〉でした.鮪避のlil果、奥谷三砲
さん、河野幸隼さん、岩瀬忠篇さんが当選
しました j おめでとうございます!

すいか l
g-li'SQ{i目玉画
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